Ｂ・Ｃグループ
「学び・やり甲斐・ACTIVEプロジェクト」の指導内容を中心とした、
「話すこと・聞くこと」と「書くこと」の実践例
～～（３年国語表現「実社会」を想定した中で「話す力」「聞く力」を身に付ける）～～
　甲府昭和高等学校　国語科　
（１）課題の内容
　生涯にわたる社会生活に必要な国語力を身に付けるために必要とされるのは、大きく読解力と表現力がある。表現力は、如何に論理的に他者とコミュニケーションを取るかということが最重要である。それには、実社会における他者との多様な関わりの社会の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにならなければならない。
実社会における言語活動を想定した様々な様式の表現方法で、「話す力」と「聞く力」を身に付けたいと考えた。
（２）課題改善に向けた具体的な取組
「志望理由の三分間スピーチ」（5月）
各自の将来の夢や進路希望を、「わかりやすい話し方」のポイントを押さえ、その手順に従って自分の表現したいことを話す。また、他者の発表を的確に聞き取ったり、その良い点を自分の発表の参考にしたりする。
「ビブリオバトル大会」（6月）
お勧めの本の魅力を原典から根拠を示したり、お勧めの過程を説明したりするなど、話の組立てや進め方を工夫し、伝えたいことがよく分かるように本の魅力を話す。また、他者の発表の表現力の良さを、自分の発表の発展に活用する。
「ポスターセッション」（11月）

自分の志望分野で、現在社会的に問題になっている点を書籍やネットなどを利用して調べたことを整理し、多角的に分析し、自分なりに判断して、その解決点や考えを導き出す。また、他者の発表から、相手の考えを踏まえて自分の考えを相対化したりして、考えを深化させる。
（３）取組の成果とその要因
　社会に出ると、様々なシチュエーションで、コミュニケーションを取らなければならない。聞き手が一人だったり、2，3名だったり、100名だったり。また、無原稿での発表や、パワーポイントを使っての発表などの状況がある。あらゆる状況に対応できるようにするためには、様々な形態での発表の学習をしなくては、対応が難しくなるであろう。一人が全員に向かって発表する形態は勿論のこと、数人だけに対して発表する「セッション形式」での発表活動など、多様な発表を行った。生徒自身も、多様な形式の発表をすることにより、伝え合う力を高めることが出来たようだ。
（４）取組の中で感じられた課題と考えられる原因
　発表形式の学習の最大の課題は授業者がどのように評価するかということである。全員の生徒の発表について、細かく指導助言することは、殆ど不可能に近い。取りあえずは、生徒全員が生徒の前で発表活動をしただけになってしまうかもしれないが、評価以前に発表活動そのものを行わないと、評価も資質能力も何もないので、とても難しい部分である。
（５）（４）で感じられた課題に向けての改善策（案）
　今回の発表の授業では聞き手の生徒は、感想用紙に感想を書き、発表終了後に、発表生徒に手渡しをする生徒同士の総合評価を行った。感想では、単なる感想ではなく、今後の自分の発表に参考になる点を中心に書かせた。それを、逆に他者からの評価を知ることに自分の発表の良さにも気づくであろう。
　今後も、評価については、例えば、グループになり生徒同士でお互いの評価を話し合いながら、検討するなどの更なる工夫が必要となる。

